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雑音環境下では、目的音と背景音が、周波数的にも時間的にも予測不可能な重な
りをもって存在する。雑音環境下での音声認識は、このような混合音から目的音の
内容を認識する必要がある。過去の研究としては、雑音除去を前処理として認識モ
デルに付加したり、音響モデルを変形する手法がある。しかし、現時点では雑音環
境下で精度よく認識を行う音声認識システムはない。
妥当な振る舞いをする音源分離手法を使用したときに、知識を用いて分離を行う

過程が妥当であり、かつ、分離の結果が目的音として尤もらしいといえるのであれ
ば、入力音中に目的音が存在したといえる。なぜならば、その分離音の出所は入力
音以外あり得ないからである。このことから、妥当な分離手法の分離過程と分離結
果の妥当性を評価できるのであれば、入力音中の目的音を認識できると考えられる。
そこで、本論文では、分離過程や分離音の妥当性を評価することにより認識を行う、
音源分離を認識規範とした音声認識手法を提案し、本手法の有効性について検討
する。
本研究のモデルの大きな枠組みとなるのは、窪らにより提案された音源分離モデ

ルである。このモデルは、鵜木らが提案した聴覚情景解析にに基づく音源分離モデ
ルに対して、目的音の知識を利用して分離を行うようにしたものである。
本研究のモデルは、信号解析部、基本周波数 (F0)推定部、知識制御部、波形分離

部、認識部の 5つの処理からなる。入力信号は、はじめに信号解析部において時間
領域の波形が、時間と周波数領域の表現に変換される。F0推定部において、入力音
の F0 を推定し調波関係にある周波数を算出する。波形分離部では振幅と位相、F0
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推定部からの調波の周波数、さらに、知識制御部に必要とされる知識を要求して、
Bregmanの 4つの発見的規則に基づく立上り立下りの同期、調波関係、漸近的変化、
振幅包絡間の相関に加え、知識と周波数領域での相関を用いて目的音を分離する。
分離の際は、入力音の時刻と分離に用いる知識の時刻をどれだけ進めるのが妥当な
のかを検討しながら分離を行う。知識制御部では、目的音を表す音素表記を受け取
り、あらかじめ格納されている目的音の周波数領域でのスペクトル形状の集合を知
識群として選択する。知識制御部は波形分離部から要求された知識を波形分離部に
送り出す。認識部では、F0推定部で推定された F0の値が話声の F0 として妥当か
を判断する。次いで、波形分離の過程を監視し、分離の過程が妥当であるかどうか
を判断する。さらに、分離された波形の周波数領域での形状と知識との間で相関を
とり、その平均値で分離結果の妥当性を判断する。最後に、認識部は認識の結果を
記号 (列)にて出力する。
背景音として定常な白色雑音が存在する状況で 1名の話者が日本語単母音を発話

している状況を想定し、提案手法の核となる波形分離部と認識部のみの有効性を確
認するシミュレーションを行った。SNRは、-20、-10、0、10、20 dBをした。比較
には、DTW (Dynamic Time Wrapping) による音声認識システムを用いた。シミュ
レーションの結果、提案手法は -10 dBから 20 dBまで正しく認識を行うことができ
た。また、分離結果の確からしさを表す指標から、DTWによる手法より常に確から
しい認識結果を得られることがわかった。
実装したシステムの性能評価を行った。条件は先ほどのシミュレーションと同じ

である。その結果、実装したシステムは 20 dbから 0 dBまでは正しく認識を行うこ
とができた。-10 dBにおいては、F0推定値が妥当でないために認識に失敗した。こ
のシミュレーションから本手法を有効に利用するためには、現在用いている自己相
関法による F0推定にかわって、雑音に対してよりロバストな手法を取り入れる必要
があることがわかった。雑音に対してロバストな F0 推定法に関しては数多く行わ
れている、この手法を取り入れることにより、本研究のコンセプトを有効に活用で
きるモデルを構築できると考えられる。
以上のことから、白色雑音と単母音が空間的に加算された状況において本手法が

有効であることが確認できた。
今後の展望として、雑音に対してロバストな F0推定法の組み込み、知識の検討、

妥当性の検討を行う。
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